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   主な誌面紹介

●一般質問（6名）
●研修及び要請行動
●編集後記　

令和元年6月定例会

令和元年10月1日
発行

もとぶ 議 会だより

第119号

本部半島国道449号・県道84号線
早期道路整備促進に関する要請

令和元年８月２２日（沖縄県議会）　※要請決議の内容については、4Pに掲載
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第2回本部町議会6月定例会審議案件一覧令和
元年

議案番号 件　　　　　　名 議決年月日 議決の結果

報告第8号 平成30年度本部町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 令和元年6月11日 報　告

報告第9号 専決処分の報告について（伊野波橋橋梁整備工事（Ａ1橋台）） 令和元年6月11日 報　告

議案第15号 本部町指定金融機関の指定について 令和元年6月14日 原案可決

議案第16号 専決処分の承認を求めることについて
（本部町税条例等の一部を改正する条例） 令和元年6月14日 原案可決

議案第17号 専決処分の承認を求めることについて
（本部町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例） 令和元年6月14日 原案可決

議案第18号 専決処分の承認を求めることについて
（本部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 令和元年6月14日 原案可決

議案第19号 本部町重度心身障害者（児）医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 令和元年6月14日 原案可決

議案第20号 本部町母子及び父子家庭等医療費助成に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 令和元年6月14日 原案可決

報告第4号 もとぶ産農水産物消費拡大推進条例審査特別委員会委員長報告 令和元年6月14日 報　告

議案第21号 もとぶ産農水産物消費拡大推進条例の制定について 令和元年6月14日 原案可決

議案第22号 令和元年度本部町一般会計補正予算について 令和元年6月14日 原案可決

議案第23号 本部町過疎地域自立促進計画の変更について 令和元年6月14日 原案可決

議案第24号 工事請負契約の締結について
（瀬底島一周線道路改良工事（その2）） 令和元年6月14日 原案可決

決議第1号 本部半島国道449号・県道84号線早期道路整備促進に関する要請決議 令和元年6月14日 原案可決

決議第2号 議員派遣の件 令和元年6月14日 原案可決
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第２回６月定例会にて報告
平成３０年度本部町一般会計繰越明許費事業一覧

令和
元年

事　業　名 金　額 繰越要因

本部町会館雨よけ撤去作業 （3,186）
1,912

アーケード天井・軒先に含まれるアスベスト処理に時間を要するため繰越。
４月完了予定

プレミアム付商品券事業 （2,417）
2,369

昨年12月末の閣議決定により事業が決定し、支給事務システム構築に時
間を要するため繰越。9月末完了予定。

もとぶ元気夕市活性化事業 （10,000）
  9,428

建築確認の設計段階において、構造計算や資料準備等に不測の日数を
要したため繰越。また、資材の供給不足により完了予定時期の変更。
7月末完了予定。

健堅本部落線道路改良事業 （65,903）
19,116

道路沿いにある電柱移転の調整に時間を要したため繰越。
6月末完了予定。

瀬底島一周線道路改築事業 （281,917）
272,200

実施設計業務等の実施にあたり、地元関係者との協議に時間を要したた
め繰越。令和2年3月末完了予定。

石川謝花線（石川・豊原区間）
道路改築事業

（115,396）
110,330

実施設計業務等の実施にあたり、地元関係者との協議に時間を要したた
め繰越。令和2年3月末完了予定。

嘉津宇具志堅線道路改築事業（113,048）
108,570

実施設計業務等の実施にあたり、地元関係者との協議に時間を要したた
め繰越。令和2年3月末完了予定。

満名川線道路整備事業 （104,920）
100,822

実施設計業務等の実施にあたり、地元関係者との協議に時間を要したた
め繰越。令和2年3月末完了予定。

伊野波本線（伊野波橋）
道路改修事業

（87,304）
52,664

昨年11月に交付決定があり、事業着手が遅れたため年度内完了が困難と
なり繰越。５月末完了済。

橋梁等長寿命化点検調査業務 （4,510）
4,510

昨年11月に交付決定があり、事業着手が遅れたため年度内完了が困難と
なり繰越。5月末完了済。

新里第2団地新築整備事業 （28,230）
15,626

新里第2団地本体工事の完了が遅れたことにより、屋外付帯工事等の進
捗に影響があり繰越。6月完了予定。

防災施設機能強化整備事業 （16,000）
  4,800

避難路の整備面積について地権者との交渉に不測の日数を要し、実施
設計完了が遅れたため繰越。令和2年2月末完了予定。

本部町立小学校
ブロック塀対策事業

（106,730）
106,730

調査・設計業務を行った結果、多種多様なブロック塀が存在したことから、
各種工法の選定に不測の日数を要したため繰越。12月末完了予定。

本部町立中学校
ブロック塀対策事業

（62,738）
62,738

調査・設計業務を行った結果、多種多様なブロック塀が存在したことから、
各種工法の選定に不測の日数を要したため繰越。12月末完了予定。

本部町立幼稚園
空調整備事業

（16,876）
16,876

アスベストの含有分析調査に不測の日数を要し、調査測量業務に遅延が
生じたため繰越。8月末完了予定。

合　　　計 （1,019,175）
（888,691） ―

一般会計 （単位：千円）

※上段は（　）は全体事業　下段は繰越金額
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原案可決
本部半島国道449号・県道84号線早期道路整備促進に関する要請決議

要請決議の内容

本部半島国道449号・県道84号線早期道路整備促進に関する要請決議

　沖縄本島北部地域における道路整備は、住民福祉の向上や防災対策、産業振興を

図る上での根幹をなすもので、活力ある地域社会の構築、広域的な交流ネットワー

クの形成を図るための重要な課題となっている。また近年の沖縄県への入域観光客

数の増加は著しく、平成30年度の入域観光客数は999万人となり対前年比4.4％の増

に達している。その中でも国営沖縄記念公園（海洋博覧会地区）を有する本部町へは

平成30年度497万人と、多くの観光客が本町へと来訪している現状がうかがえる。

　官民連携による国際クルーズ拠点港として多くの大型クルーズ客船の入港が期待

されており「ひと・もの」の増加に伴い想定以上の町の変化が予想される。本島北部

への交通機関が限られているなかで、多くの観光客はレンタカーや観光バス、タク

シー等を利用する陸路での移動となり、近年の観光客の増加に伴う交通量の更なる

増加に起因する本町へのアクセス道路、国道449号・県道84号線の交通混雑は、北部

地域のリーディング産業である観光業だけでなく、その地域で生活する住民生活や

社会経済活動への大きなマイナス要因となりうる。また災害時における緊急車両の

通行を妨げる要因にもなりうる混雑解消のためにも国道449号・県道84号線の早期道

路整備の促進を強く要請する。

　以上、決議する。

　　令和元年6月14日	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

沖縄県本部町議会

宛先　沖縄県知事、沖縄県議会議長　宛
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6月定例会一般質問

議会傍聴へ行こう！！

令和
元年

※議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、各議員が会議録に基づいて要約したものを掲載しております。

質問者 質 問 事 項

1 喜　納　政　樹 １. 交通安全対策について

2 小橋川　　　健 １. クルーズ船受け入れに対する進捗状況について
２. 本町の防災対策について

3 伊良波　　　勤 １. 田空ハーソー公園について　
２. 高齢者の方々への買い物支援について

4 崎　浜　秀　昭
１. ＡＥＤ設置について
２. 本部港の監視カメラ設置について
３. 小中学校の卒業式、入学式での国歌斉唱について

5 仲宗根　須磨子 １. 本部港（塩川港）の使用に関する問題について
２. 天然記念物塩川の保全について

6 具志堅　正　英 １. 本部町フクギ集落整備事業について

本部町議会は3月、6月、9月、12月と年4回の定例議会が開催されます。
町民多くの方がご来場いただき、傍聴くださいますようお知らせします。
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一般質問一般質問
喜納 政樹 議員

6

喜
納
議
員　
一
、
町
道
山
川

北
里
線
と
町
道
十
六
号
線

の
交
差
点
で
の
人
身
事
故
、

物
件
事
故
が
近
年
多
発
し

て
お
り
何
ら
か
の
対
策
が

必
要
か
と
考
え
る
が
当
局

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

町
道
山
川
北
里
線

と
町
道
十
六
号
線
の
交
差

点
の
交
通
事
故
対
策
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
当

交
差
点
に
つ
い
て
は
本
部
署

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
平
成

二
十
九
年
、
平
成
三
十
年

の
二
か
年
間
の
事
故
の
発

生
件
数
は
車
両
同
士
の
接

触
に
よ
る
物
件
事
故
が
三

件
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
車

同
士
の
接
触
に
よ
る
、
い

わ
ゆ
る
人
身
事
故
が
三
件

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
で

も
、
い
ず
れ
も
車
同
士
の
物

件
事
故
が
二
件
、
人
身
事

故
が
一
件
発
生
し
て
い
る
状

況
に
ご
ざ
い
ま
す
。
本
町

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
当
交
差
点
に
お
い
て
平

成
二
十
七
年
度
に
道
路
反

射
鏡
の
設
置
及
び
一
時
停
止

を
目
立
た
せ
る
路
面
標
示

の
設
置
を
と
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、

さ
ら
に
本
部
警
察
署
と
協

議
を
い
た
し
ま
し
て
、
五
月

に
車
両
分
離
票
、
い
わ
ゆ

る
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
に
つ
い
て

十
四
基
、
そ
こ
に
設
置
し
て

ご
ざ
い
ま
す
。
交
通
事
故
の

発
生
を
抑
制
す
る
対
策
を

こ
の
よ
う
な
形
で
、
と
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
月
に
入
り
ま
し
て

は
本
部
警
察
署
と
本
部
地

区
交
通
安
全
協
会
が
当
交

差
点
に
多
言
語
対
応
の
注

意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
本
部
警
察

署
並
び
に
地
域
、
関
係
機

関
と
連
携
し
交
通
安
全
対

策
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

喜
納
議
員　

今
後
、
あ
の

地
域
は
、
人
口
が
増
え
る

し
観
光
客
が
増
え
る
。
そ

う
な
っ
た
時
の
予
防
策
と
し

て
、
や
は
り
し
っ
か
り
と
対

応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
当
局
も
、
し
っ
か

り
と
把
握
し
て
頂
い
て
、
で

き
る
予
防
は
地
域
の
皆
さ

ん
や
区
長
さ
ん
を
中
心
に

声
を
聞
い
て
、
し
っ
か
り

や
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し

て
の
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

町
長　

総
合
的
に
専
門
家

の
警
察
の
交
通
の
部
門
と

も
十
分
に
知
恵
を
か
り
、

そ
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
を
頂
き

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
当
然

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
場

所
だ
け
で
は
な
く
生
活
道

路
の
あ
ら
ゆ
る
道
路
の
中
に

観
光
客
が
入
り
込
ん
で
行

く
と
言
う
よ
う
な
時
代
に

差
し
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
全
体
に
ど
の
よ
う
な

形
で
の
、
特
に
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
外
国
人
対
策
に
つ
い
て

ど
う
す
る
の
か
と
言
う
事

等
に
つ
い
て
焦
点
を
当
て
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

二
、
本
部
小

学
校
周
辺
で
は
登
校
時
に

お
い
て
児
童
生
徒
の
送
り
で

か
な
り
の
車
両
の
往
来
が

あ
り
、
特
に
小
学
校
校
門

前
で
は
駐
停
車
の
車
両
で

通
行
に
支
障
を
き
た
す
状

況
が
お
き
て
お
り
車
両
間

の
接
触
事
故
、
人
身
事
故

が
起
き
か
ね
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
が

通
行
す
る
通
学
路
の
安
全

確
保
の
面
か
ら
も
早
急
に

何
ら
か
の
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
当

局
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長　

ま
ず
は
、
児
童

生
徒
の
登
校
時
間
に
あ
わ

せ
て
各
学
校
区
域
の
老
人

会
や
警
防
団
な
ど
に
よ
る

通
学
路
の
安
全
確
保
な
ど

の
活
動
に
対
し
ま
し
て
感

謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
本
部
小
学

校
周
辺
に
お
け
る
通
学
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
ご

質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま

す
。
登
校
時
に
親
が
児
童

生
徒
を
学
校
に
送
る
際
に

か
な
り
の
車
両
の
往
来
に

よ
る
危
険
性
に
つ
い
て
学
校

管
理
者
か
ら
も
相
談
を
受

け
て
お
り
状
況
を
把
握
し

て
お
り
ま
す
。
車
両
間
の

接
触
事
故
や
人
身
事
故
な

ど
起
こ
ら
な
い
よ
う
安
全

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
学
校

管
理
者
と
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

喜
納
議
員　

具
体
的
に
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

以
前
か
ら
学
校
の
方
か
ら

も
相
談
を
受
け
て
お
り
ま

し
て
、
施
設
内
の
一
部
を
利

用
し
た
い
、
利
用
す
る
よ
う

な
方
向
を
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
ひ
と
つ
持
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
場

所
的
に
職
員
駐
車
場
、
幼

稚
園
前
の
職
員
駐
車
場
が
一

つ
、
あ
と
は
伊
野
波
側
の
体

育
館
の
駐
車
場
、
学
校
施

設
内
に
は
広
い
施
設
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
こ
を
教
育

委
員
会
と
し
て
は
学
校
側

に
も
提
案
さ
せ
て
頂
き
安

全
面
等
も
含
め
て
協
議
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

交通安全対策



（   ）第119号 ハ イ サ イ 令和元年10月1日

一般質問一般質問

7

小橋川 健 議員

小
橋
川
議
員　

一
、
ク

ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
に
対

す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長　

ハ
ー
ド
面
に
つ
い

て
、
バ
ー
ス
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
当
初
の
予
定
通
り
完

成
す
る
の
か
と
い
う
質
問

要
旨
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岸
壁
の
整
備
は
県
が
行

い
、
当
初
計
画
で
は
令
和

二
年
四
月
に
供
用
開
始
の

予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
岸
壁
整
備
の
進

捗
状
況
や
県
と
船
社
と
の

間
で
交
わ
さ
れ
る
覚
書
の

締
結
、
県
と
船
社
と
の
協

定
、
こ
の
調
整
が
現
在
遅

れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。

小
橋
川
議
員　

マ
ス
コ

ミ
報
道
で
は
、
当
初
県

と
し
て
は
、
岸
壁
の
整

備
に
二
十
一
億
五
千
万

円
計
上
し
て
い
た
も
の

が
、
本
年
度
は
ほ
ぼ
半

額
の
十
一
億
四
千
万
円
、

十
億
一
千
万
円
減
と
い
う

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
一
方
で
、
ク
ル
ー
ズ
船

会
社
と
の
交
渉
が
進
め

ば
、
補
正
で
予
算
を
追
加

す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

る
と
い
う
報
道
も
あ
り
ま

し
た
。
現
状
そ
の
問
題
に

関
し
て
国
や
県
か
ら
説
明

が
あ
れ
ば
お
話
し
頂
き
た

い
。

企
画
商
工
観
光
課
長　

今

年
度
の
予
算
の
減
額
の
理

由
と
し
て
、
船
社
の
方
で

十
二
月
に
本
部
港
か
ら
の

撤
退
を
示
唆
し
た
と
い
う

事
で
、
国
が
タ
ー
ミ
ナ
ル

建
設
の
目
処
が
立
っ
て
い

な
い
こ
と
を
理
由
に
減
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
受
け
て
、
県
が
二
月
に

船
社
の
方
に
出
向
い
て
、

撤
退
し
な
い
意
志
を
確
認

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

九
月
に
向
け
て
船
社
と
県

と
の
協
定
を
今
詰
め
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

こ
の
ク

ル
ー
ズ
船
事
業
は
、
本
町

だ
け
で
な
く
北
部
全
体
、

周
り
の
市
町
村
も
大
変

期
待
し
て
お
り
、
沖
縄
担

当
相
も
北
部
の
重
要
事
業

だ
と
い
う
位
置
づ
け
を
し

て
頂
い
て
い
る
も
の
な
の

で
、
県
に
発
破
を
か
け
て
、

北
部
全
体
の
活
性
化
の
為

に
早
め
に
課
題
を
ク
リ
ア

し
て
、
な
る
べ
く
早
く
供

用
開
始
が
で
き
る
よ
う
な

形
で
進
め
て
頂
け
る
よ
う

要
請
し
ま
す
。
次
に
、
今
、

物
凄
い
数
の
外
国
人
観
光

客
が
我
が
沖
縄
県
本
部
町

に
も
入
っ
て
来
る
中
で
、

メ
イ
ン
の
中
国
人
観
光
客

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

が
進
む
現
金
を
持
た
な
い

方
た
ち
で
す
。
そ
う
い
う

中
で
本
町
が
、
商
売
を
す

る
為
に
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
進
め
て
い
か
な
い

と
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
逃
が
す
と
思
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
、
機
械
を
導
入

す
る
コ
ス
ト
な
ど
課
題
は

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
国

を
し
て
も
施
策
と
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進

め
た
い
と
い
う
考
え
が
あ

り
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

観
光
立
町
本
部
町
と
し
て

は
、
県
で
一
番
の
先
進
地

と
な
る
べ
く
積
極
的
に
そ

う
い
っ
た
事
業
に
参
画
し

て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

町
長　

い
ち
早
く
国
の
事

業
、
国
庫
補
助
事
業
を
活

用
し
ま
し
て
、
商
工
会
、

観
光
協
会
を
通
し
て
小
売

り
の
業
者
と
連
携
し
な
が

ら
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を

整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

二
、
本
町

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、

特
に
冠
水
対
策
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。
学
校
施

設
や
保
育
施
設
の
周
り

は
、
通
学
の
児
童
や
送
り

迎
え
の
保
護
者
の
行
き
来

も
あ
り
、
冠
水
対
策
を
優

先
的
に
実
施
す
る
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

当
局
の
見
解
を
求
め
ま

す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

瀬
底
小
学
校
の
裏
手
は

大
分
冠
水
し
、
給
食
セ
ン

タ
ー
の
配
送
車
が
一
時
止

ま
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
を
建
設

課
方
で
対
応
し
て
頂
き
、

通
行
が
何
不
自
由
な
く
可

能
に
な
っ
た
と
い
う
事
も

あ
り
ま
し
た
。
他
の
課
と

連
携
し
て
、
学
校
・
保
育

施
設
周
辺
で
そ
う
い
う
情

報
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
整

備
が
で
き
る
よ
う
連
携
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
橋
川
議
員　

行
政
と
し

て
大
雨
や
台
風
の
後
、
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
他
に
試
み

て
い
る
事
が
あ
れ
ば
お
答

え
下
さ
い
。

総
務
課
長　

台
風
や
大
雨

の
際
、
準
備
体
制
等
基
準

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
に

沿
っ
て
役
場
庁
舎
の
中
で

段
階
に
応
じ
て
警
戒
対
策

体
制
、
或
い
は
災
害
の
準

備
態
勢
、
災
害
対
策
本
部

と
段
階
的
に
と
っ
て
お
り

ま
す
。
学
校
現
場
、
そ
の

他
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
管
理
者
の
方
か
ら
各

所
管
し
ま
す
課
の
方
に
被

害
の
状
況
を
報
告
す
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
行
っ
て
い
る
体
制

を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
体

制
の
強
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

小
橋
川
議
員　

対
策
に
関

し
て
は
ハ
ー
ド
の
物
資
の

面
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
フ

ト
の
面
か
ら
も
本
町
も
独

居
の
老
人
の
方
が
増
え
て

い
る
現
状
も
あ
り
ま
す
の

で
、
区
長
さ
ん
な
ど
を
中

心
に
避
難
等
が
必
要
の
際

に
は
、
声
掛
け
な
ど
が
で

き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の

構
築
も
考
え
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
課
題
で
す
の

で
、
努
め
て
対
応
し
て
頂

き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

１．クルーズ船受け入れに対する進捗状況は
２．本町の防災対策は
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伊良波 勤 議員

伊
良
波
議
員　

一
、
田
空

ハ
ー
ソ
ー
公
園
に
つ
い

て
、
年
々
イ
ベ
ン
ト
等
が

ふ
え
盛
り
上
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

盛
り
上
げ
る
た
め
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

町
長　

田
空
の
駅
ハ
ー

ソ
ー
公
園
は
、
本
部
町

具
志
堅
地
区
田
園
空
間
施

設
と
し
て
、
昔
な
が
ら
の

農
村
風
景
の
保
存
継
承
を

目
的
に
、
平
成
二
十
二
年

七
月
に
そ
の
供
用
が
開
始

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
湧
き

水
が
豊
富
な
大
川
を
中
心

に
在
来
種
の
植
物
に
囲
ま

れ
、
癒
や
し
の
空
間
を
演

出
し
、
ヤ
ギ
な
ど
の
生
き

物
と
触
れ
合
え
る
施
設
と

し
て
、
多
く
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
本
施
設
は
、
現
在
、

も
と
ぶ
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

協
同
組
合
が
指
定
管
理
を

受
け
、
年
間
を
通
し
て
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

旬
の
農
産
物
、
植
物
を

テ
ー
マ
に
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ
の
鮮
や
か

な
花
を
使
っ
た
ブ
ー
ケ
づ

く
り
や
、
ヤ
ギ
の
乳
し
ぼ

り
体
験
な
ど
、
体
験
型
観

光
施
設
と
し
て
親
し
ま
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

本
施
設
の
指
定
管
理
者
、

関
係
団
体
と
連
携
し
、
具

志
堅
地
域
の
特
徴
で
あ
る

山
・
川
・
海
の
自
然
豊
か

な
環
境
を
生
か
し
た
施
設

活
用
を
十
分
に
検
討
し
、

魅
力
あ
る
空
間
を
創
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

伊
良
波
議
員　

二
、
高
齢

者
の
方
々
へ
の
買
い
物
支

援
に
つ
い
て
、
私
こ
れ
は
、

平
成
二
十
九
年
六
月
に
も

質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
質

問
は
、
今
反
省
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
非
常
に
未
熟

で
、
た
だ
単
に
支
援
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
け

で
こ
れ
ま
で
お
話
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
後
、
質
問
し
た

こ
と
に
対
し
て
、
私
も
責

任
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気

に
な
り
な
が
ら
地
域
の
高

齢
の
方
々
に
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
一
人

一
人
ニ
ー
ズ
が
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
物
す
ご
い
数
が

あ
る
ん
で
す
。
き
ょ
う
も

こ
こ
で
買
い
物
支
援
、
町

が
ど
の
よ
う
に
支
援
で
き

る
か
と
い
う
質
問
で
す
け

れ
ど
も
、
ま
ず
一
回
こ
れ

を
町
内
全
体
、
区
長
、
公

民
館
を
中
心
に
、
本
当
に

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
か
と
い
う
調
査
が
で
き

な
い
か
と
思
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
そ
こ
ら
辺
は
い

か
が
で
す
か
。

福
祉
課
長　

地
域
地
域
に

よ
っ
て
は
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
そ
の

買
い
物
に
不
自
由
な
方
々

に
対
し
て
買
い
物
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

ど
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

今
、
ま
ち
の
取
り
組
み
と

し
て
、
少
し
事
業
を
お

こ
し
て
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
国
の
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
支
援
事
業
と
い
う
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は

沖
縄
県
が
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

詳
し
く
は
企
画
商
工
観
光

課
で
対
応
し
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
い
ろ
ん
な

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
企
画
商
工
観
光
課

長
か
ら
内
容
を
確
認
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

企
画
商
工
観
光
課
長　

今
、
福
祉
課
長
か
ら
も
あ

り
ま
し
た
小
さ
な
拠
点
づ

く
り
支
援
事
業
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
三
十
一
年
か

ら
三
十
三
年
ま
で
の
事
業

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一

定
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
集

約
す
る
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
は
離
島
や
過
疎

地
域
の
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
県
の
ほ
う
が
行
っ
て

い
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

今
回
そ
の
事
業
に
手
を

挙
げ
ま
し
て
、
二
年
か
け

て
や
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
一
年
目
に

ち
ょ
っ
と
し
た
地
域
の
将

来
像
を
立
て
な
が
ら
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
あ
と
住
民

の
意
見
を
汲
み
な
が
ら
、

こ
の
一
年
は
、
今
年
度
は

や
っ
て
。
二
年
目
に
、
そ

れ
を
踏
ま
え
て
ど
う
い
う

も
の
が
必
要
な
の
か
、
移

動
車
が
必
要
な
の
か
、
そ

の
辺
を
今
後
、
各
地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
良
波
議
員　

小
さ
な

拠
点
、
ぜ
ひ
こ
れ
を
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
き
ち
ん
と
、
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
点
で

困
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

の
を
き
め
細
か
に
調
べ
て

い
た
だ
い
て
、
ぜ
ひ
こ
の

事
業
を
本
当
に
高
齢
者
の

方
々
に
と
っ
て
あ
り
が
た

い
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
事
業
を
い

い
形
で
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
町
長
最
後
に
答
弁
を

お
願
い
し
ま
す
。

町
長　

限
ら
れ
た
財
政
の

中
で
の
対
応
で
す
の
で
、

今
回
の
国
が
持
つ
事
業

を
し
っ
か
り
と
手
に
入
れ

て
、
そ
し
て
ま
ず
は
具
志

堅
区
を
拠
点
に
し
て
、
ひ

と
つ
の
モ
デ
ル
を
形
成
し

な
が
ら
、
ま
た
議
員
の
ほ

う
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い

て
、
ぜ
ひ
買
い
物
の
手
助

け
が
で
き
る
よ
う
な
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

心
豊
か
に
過
ご
せ
る
よ
う

な
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を

つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

１．田空ハーソー公園
２．高齢者の方々への買い物支援
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１.AED設置
２.本部港の監視カメラ
３.小中学校の卒業式、入学式での国歌斉唱

崎
浜
議
員　

水
納
島
旅
客

待
合
室
、
伊
江
島
旅
客
待

合
室
、
崎
本
部
緑
地
帯
の

三
ヶ
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置

が
さ
れ
て
い
な
い
。
観
光

立
町
と
し
て
如
何
な
も
の

か
。
観
光
客
の
命
を
守
る

救
命
器
具
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
早
急

な
設
置
を
検
討
で
き
な
い

か
。

町
長　

本
部
港
の
港
湾
施

設
の
整
備
、
維
持
管
理
者

は
沖
縄
県
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
に
要

望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
今
の
水
難

事
故
の
発
生
や
観
光
客
の

増
加
に
鑑
み
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
は
本
部
町
と
い
た

し
ま
し
て
は
急
務
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
早

急
の
設
置
に
向
け
て
、
引

き
続
き
県
の
ほ
う
に
要
請

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

崎
浜
議
員　

県
に
要
請
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
い
つ
頃
か
ら
要
請
し

た
の
で
す
か
。

建
設
課
長　

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ

い
て
は
平
成
二
十
四
年
か

ら
、
行
っ
て
い
ま
す
。

崎
浜
議
員　

約
七
年
に
な

り
ま
す
か
。
町
と
し
て
観

光
立
町
と
い
う
こ
と
を
標

榜
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、

や
は
り
観
光
客
の
皆
様

が
そ
う
い
っ
た
目
に
あ
っ

た
と
き
に
命
を
助
け
て
や

る
と
い
う
、
思
い
や
り
が

あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
県

が
設
置
し
て
く
れ
な
い
か

ら
、
ず
っ
と
延
び
延
び
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
如
何
な
も
の
か
と
思
い

ま
す
。
今
一
度
、
当
局
の

思
い
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

建
設
課
長　

ま
ず
は
私
の

ほ
う
か
ら
北
部
土
木
事
務

所
に
強
く
要
請
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
動

か
な
い
よ
う
で
し
た
ら
、

町
長
と
県
港
湾
課
に
行

き
、
強
く
要
請
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

崎
浜
議
員　

本
当
に
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
は
緊
急

性
を
要
す
る
も
の
で
、
県

が
で
き
な
か
っ
た
ら
町
で

な
ん
と
か
や
る
ぐ
ら
い
の

気
持
ち
で
、
ぜ
ひ
と
も
今

年
い
っ
ぱ
い
に
設
置
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
強
く

要
望
し
た
い
の
で
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

建
設
課
長　

先
ほ
ど
言
っ

た
通
り
、
町
長
と
一
緒
に

強
く
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

崎
浜
議
員　

次
に
、
本
部

港
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

以
前
か
ら
沖
縄
県

に
強
く
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
今
後
の
本
部
港
の
在

り
方
を
考
え
た
場
合
、
設

置
は
必
要
な
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
粘

り
強
く
県
に
要
請
し
、
設

置
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

崎
浜
議
員　

次
に
、
小
中

学
校
の
卒
業
式
、
入
学
式

の
時
に
国
歌
斉
唱
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
学
習
指
導

要
領
に
謳
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
な
ぜ
斉
唱

し
な
い
の
か
、
国
歌
斉
唱

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
不

自
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

教
育
長　

学
習
指
導
要
領

で
も
国
歌
君
が
代
に
つ
い

て
指
導
す
る
よ
う
示
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
国
家
君
が

代
は
校
歌
に
比
べ
て
歌
う

回
数
が
少
な
い
の
と
、
厳

粛
な
態
度
で
式
に
臨
む
よ

う
指
導
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
校
歌
よ
り
も
小
さ

な
声
で
歌
っ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。

崎
浜
議
員　

教
育
長
、
斉

唱
と
い
う
意
味
を
お
分
か

り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
説

明
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
長　

斉
唱
と
い
う
の

が
、
み
ん
な
で
一
緒
に
歌

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

が
、
町
歌
や
校
歌
み
た
い

に
大
き
な
声
で
歌
う
よ
う

な
歌
い
方
は
あ
ま
り
ふ
さ

わ
し
く
な
い
か
な
と
、
私

も
歌
い
は
し
ま
す
け
れ
ど

も
、
静
か
に
歌
っ
て
い
る

感
じ
で
あ
り
ま
す
。

崎
浜
議
員　

静
か
に
歌
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
た
ぶ
ん
歌
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り

私
た
ち
日
本
人
と
い
う
の

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
か

で
優
勝
し
た
時
に
、
国
旗

が
揚
が
り
、
国
歌
が
斉
唱

さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
と

き
、
や
は
り
う
れ
し
い
も

の
で
す
。
そ
こ
に
日
本
人

と
し
て
の
誇
り
を
感
じ
、

若
い
子
た
ち
が
後
に
続
け

と
頑
張
っ
て
行
く
と
思
う

の
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と

子
ど
も
た
ち
に
自
信
と
希

望
を
与
え
る
た
め
に
も
、

国
歌
と
い
う
も
の
は
堂
々

と
斉
唱
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
学
校
現
場
に
一
言
、
教

育
長
か
ら
意
見
と
し
て
お

話
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

教
育
長　

学
校
の
ほ
う
に

も
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

し
っ
か
り
指
導
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
大
き
な
声
で

歌
え
る
よ
う
に
、
学
校
の

ほ
う
に
は
指
導
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

崎
浜
議
員　

分
か
り
ま
し

た
。
日
本
は「
和
を
も
っ

て
と
貴
し
と
な
す
」と
い

う
信
念
が
長
い
間
続
い
て

い
ま
す
。
日
本
は
す
ば
ら

し
い
国
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
国
に
自
信
と
誇
り

を
持
つ
こ
と
は
大
事
な
こ

と
で
す
。
国
歌
が
大
き
な

声
で
歌
わ
れ
る
日
が
一
日

も
早
く
来
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
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仲宗根 須磨子議員

仲
宗
根
議
員　

五
月

二
十
一
日
の
塩
川
港
の
使

用
状
況
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
午
前
七
時
二
十
分
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
の
搬
入
が
始

ま
り
、
警
備
員
が
百
人
ほ

ど
、
防
衛
局
職
員
が
五
十

人
ほ
ど
、
そ
れ
に
機
動
隊

員
も
加
わ
っ
て
二
百
人
程

度
の
異
常
な
警
備
状
況

だ
っ
た
。（
町
民
六
人
、

ピ
ー
ク
時
で
も
三
十
人
程

度
）緑
色
の
フ
ェ
ン
ス
で

バ
リ
ケ
ー
ド
を
つ
く
り
、

さ
ら
に
防
衛
局
職
員
ら
が

長
い
網
を
し
て
い
た
。
全

港
湾
の
方
々
も
飛
ん
で
来

て
い
た
が
、
こ
ん
な
使
わ

れ
方
は
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
と
び
っ
く

り
し
て
い
た
。

　

岸
壁
使
用
許
可
と
荷
捌

き
地
使
用
許
可
は
本
部
町

に
移
譲
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
荷
捌
き
地
の
異
常
な
使

用
に
関
し
て
本
部
町
と
し

て
の
見
解
を
伺
う
。

建
設
課
長　

本
町
と
し
て

は
沖
縄
県
港
湾
条
例
に
基

づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら
も
答
弁
の
あ
っ

た
通
り
、
荷
捌
き
地
の
範

囲
を
超
え
た
フ
ェ
ン
ス
等

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
の
権
限
の
範
囲
内
で

判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

こ
う
い
う

事
が
起
こ
る
た
び
に
、
こ

れ
は
本
部
町
の
範
囲
内
で

は
な
い
と
言
う
。
町
民
は

ま
た
県
庁
ま
で
出
向
く
わ

け
で
す
。
県
庁
の
港
湾
課

に
行
く
と
こ
れ
は
本
部
町

に
移
譲
し
て
い
る
か
ら
と

た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
。

何
度
も
行
っ
た
り
来
た
り

で
何
の
進
展
も
な
く
町
民

側
も
ほ
と
ほ
と
困
り
果
て

て
い
る
。
ど
こ
に
行
け
ば

い
い
の
か
。

副
町
長　

本
部
町
と
県
の

間
で
は
、
何
回
も
話
し
合

い
を
持
っ
て
お
互
い
の
役

割
と
い
う
の
は
明
確
に
分

け
て
分
担
し
て
い
る
と
い

う
の
は
確
認
し
て
い
ま

す
。
本
町
は
権
限
移
譲
さ

れ
た
以
外
の
部
分
に
つ
い

て
は
口
出
し
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

仲
宗
根
議
員　

港
湾
管
理

条
例
の
第
四
条
に「
知
事

は
港
湾
施
設
の
保
全
又
は

機
能
の
確
保
の
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き

に
は
、
そ
の
施
設
の
使
用

を
禁
止
し
又
は
制
限
す
る

こ
と
が
で
き
る
」と
あ
り

ま
す
。
本
部
町
に
移
譲
さ

れ
て
い
る
分
に
関
し
て
は

本
部
町
長
に
そ
う
い
う
権

利
が
生
じ
る
の
で
は
な
い

か
。

副
町
長　

例
え
ば
荷
捌
き

場
と
か
港
湾
施
設
に
い
ろ

ん
な
ト
ラ
ッ
ク
と
か
待
機

す
る
た
め
に
た
く
さ
ん

入
っ
て
き
て
、
そ
こ
を
占

用
し
て
し
ま
っ
て
他
の
利

用
者
が
使
え
な
い
と
い
う

よ
う
な
状
況
が
起
き
て
い

る
場
合
は
、
そ
れ
は
機
能

が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
状

況
だ
と
捉
え
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時

は
他
の
利
用
者
が
使
え
る

よ
う
な
状
況
を
保
ち
な
さ

い
と
町
の
方
か
ら
指
導
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

仲
宗
根
議
員　

毎
月
、
塩

川
港
に
関
す
る
情
報
公
開

請
求
を
し
て
い
る
が
、
六

月
分
か
ら
辺
野
古
へ
の
搬

出
用
の
運
搬
船
が
十
隻
ふ

え
て
合
計
二
十
四
隻
に

な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

を
伺
う
。

建
設
課
長　

申
請
し
て
き

た
も
の
は
受
付
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

仲
宗
根
議
員　

辺
野
古
へ

の
搬
出
に
関
し
て
は
、
四

月
二
十
五
日
に
一
回
だ

け
、
五
月
も
五
月
二
十
一

日
と
二
十
四
日
の
二
回
だ

け
。
実
績
が
こ
れ
だ
け
に

も
か
か
わ
ら
ず
六
月
分
は

二
十
四
隻
も
使
用
許
可
を

出
す
必
要
が
あ
る
の
か
。

建
設
課
長　

四
月
、
五
月

の
実
績
は
確
か
に
一
日
と

か
二
日
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
六
月
に
つ
い
て
は
そ

れ
だ
け
の
使
い
方
を
す
る

と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の

で
許
可
を
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

町
長　

塩
川
港
は
県
の
管

理
す
る
港
湾
で
あ
り
、
こ

の
利
活
用
に
お
け
る
最
高

の
意
志
決
定
者
は
玉
城
デ

ニ
ー
県
知
事
だ
と
思
う
。

仲
宗
根
議
員　

塩
川
港
の

岸
壁
使
用
許
可
料
、
荷
捌

き
地
使
用
料
は
。

建
設
課
長　

岸
壁
の
使
用

料
等
は
、
全
部
県
の
ほ
う

に
納
入
さ
れ
ま
す
。

本部港（塩川港）の
利用に関する問題
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具志堅 正英議員

町
長　

本
部
町
フ
ク
ギ
集

落
整
備
事
業
は
、
フ
ク
ギ

並
木
を
今
後
の
観
光
振
興

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
二
十
五
年

か
ら
平
成
二
十
九
年
に
か

け
て
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
集
落
景
観
の
維
持
、

保
全
を
推
進
す
る
た
め
、

基
本
構
想
、
計
画
の
策
定
、

フ
ク
ギ
の
剪
定
、
散
策
道

路
の
整
備
、
案
内
板
の
設

置
を
実
施
し
て
き
た
も
の

で
す
。

具
志
堅
議
員　

事
業
は
終

了
し
て
お
り
ま
す
が
、
計

画
の
中
心
的
な
事
業
で
あ

り
ま
す
町
道
十
六
号
線
の

整
備
が
全
く
手
を
つ
け
ら

れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

件
に
関
し
て
、
町
は
地
域

の
住
民
と
話
し
合
い
を
し

な
が
ら
残
っ
た
計
画
を

進
め
る
と
い
い
ま
し
た
の

で
、
ぜ
ひ
今
年
度
は
こ
の

事
業
に
着
手
で
き
な
い
も

の
か
答
弁
を
求
め
ま
す
。

建
設
課
長　

現
在
、
通
常

の
道
路
事
業
と
し
て
は
沖

縄
振
興
公
共
投
資
交
付

金
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
交

付
金
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

各
補
助
金
の
動
向
を
注
視

し
、
町
全
体
と
し
て
整
備

計
画
を
調
整
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

町
全
体

の
事
業
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
、
今
で
き
な
い
状

態
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ

ど
も
、
当
初
計
画
し
た
こ

と
を
や
ら
な
い
で
、
こ
の

ま
ま
事
業
計
画
が
な
く
な

る
の
か
。
い
っ
ぺ
ん
に
や

ら
な
く
て
も
距
離
を
決
め

て
、
何
年
か
か
け
て
や
る

よ
う
な
方
法
と
い
う
の
は

な
い
の
か
。

建
設
課
長　

近
年
、
全
市

町
村
で
配
分
額
が
減
少
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す

各
補
助
金
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
町
全
体
と
し

て
、
整
備
計
画
を
調
整
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

具
志
堅
議
員　

当
初
、
備

瀬
区
で
の
説
明
会
で
は
、

こ
の
十
六
号
線
の
整
備
計

画
は
最
初
に
備
瀬
区
か
ら

や
っ
て
く
れ
と
。
そ
れ

で
町
も
フ
ク
ギ
集
落
整
備

事
業
に
着
手
し
た
は
ず
で

す
。
も
う
あ
れ
か
ら
三
年

に
な
り
ま
す
。

副
町
長　

や
は
り
予
算
が

な
い
、
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が

な
い
と
ど
う
し
よ
う
も
な

い
で
す
の
で
、
や
は
り
整

備
す
る
必
要
と
い
う
の
は

ず
っ
と
町
と
し
て
も
持
っ

て
お
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ど
の
事
業
で
で

き
る
の
か
、
ど
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
予
算
が
と
れ
る
の

か
、
何
年
、
い
つ
で
き
る

と
は
約
束
で
き
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

見
計
ら
っ
て
、
で
き
る
と

き
に
は
そ
の
計
画
を
の
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

役
場
が

住
民
説
明
会
ま
で
開
い

て
や
り
ま
す
よ
と
い
っ
た

も
の
が
、
こ
の
十
六
号
線

の
整
備
だ
け
が
残
っ
て
い

る
と
、
町
民
も
地
域
の
住

民
も
、
そ
れ
か
ら
今
は
観

光
客
が
い
っ
ぱ
い
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
し
、
こ
の
ま

ま
予
算
が
な
い
、
補
助
メ

ニ
ュ
ー
が
見
つ
か
ら
な
い

と
放
っ
て
お
く
と
余
計
本

部
町
の
印
象
も
悪
く
な
る

し
、
フ
ク
ギ
並
木
の
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
も
な
る

し
、
も
う
少
し
早
目
に
危

機
感
を
持
っ
て
や
っ
た
ほ

う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
一
旦
、
住

民
と
約
束
を
し
て
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た

ら
、
町
の
信
頼
も
失
わ
れ

ま
す
し
、
住
民
の
協
力
も

得
ら
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
辺
は
い
か
が
で

す
か
。

建
設
課
長　

こ
の
フ
ク
ギ

集
落
整
備
事
業
は
一
括
交

付
金
で
で
き
る
と
説
明
会

で
や
っ
た
と
思
う
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
町
道

十
六
号
線
は
ほ
か
の
事
業

で
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
今
、

こ
の
事
業
が
あ
て
は
ま
る

も
の
を
探
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

で
す
か
ら

距
離
を
決
め
て
、
い
っ
ぺ

ん
に
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い

か
ら
段
階
的
に
や
る
方
法

は
で
き
な
い
ん
で
す
か
。

建
設
課
長　

単
年
度
と
か

距
離
を
短
く
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
は
事
業
と
し
て

は
難
し
く
て
、
町
単
費
で

は
厳
し
い
の
で
、
補
助
事

業
で
や
っ
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

補
助
事
業

が
見
つ
か
ら
な
い
、
町
単

費
で
は
で
き
な
い
、
ど
う

い
う
ふ
う
に
し
た
ら
で
き

る
か
、
で
き
る
方
法
で
考

え
を
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

総
務
課
長　

今
、
決
し
て

こ
の
事
業
を
や
ら
な
い
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
健
堅
本
部
落
線
の

ハ
ー
ド
交
付
金
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
の
ほ

う
で
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
の

が
最
善
の
方
策
だ
と
考
え

ま
す
。

具
志
堅
議
員　

ハ
ー
ド
交

付
金
で
町
道
十
六
号
線
の

補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
た

い
と
い
う
、
そ
れ
は
い
つ

ご
ろ
に
な
り
ま
す
か
。
三

年
後
ぐ
ら
い
で
す
か
。

建
設
課
長　

三
年
か
ら
五

年
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

具
志
堅
議
員　

こ
の
三
年

か
ら
五
年
の
間
に
、
こ
の

町
道
十
六
号
線
の
周
囲
で

不
測
の
事
態
が
な
い
こ
と

を
祈
る
だ
け
で
す
。
以
上

で
す
。

本部町フクギ集落整備事業は
どうなっているか
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ま
だ
ま
だ
残
暑
が
続
く

中
、
本
部
町
民
の
皆
様
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

体
調
に
は
十
分
に
注
意
さ

れ
、
又
熱
中
症
対
策
に
万
全

を
期
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
で
は
多
く
の

審
議
、
本
町
に
お
い
て
も
た

く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
一
つ
丁
寧
に
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
一
同
全
力
投
球
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
部
町
議
会
広

報
誌
ハ
イ
サ
イ
を
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

北部市町村議会議員・事務局職員研修会

本部半島国道449号・県道84号線早期道路整備促進に関する要請

　令和元年7月8日、北部市町村議会議員・事務局職員研修会が宜野座村で行われました。
　研修会では、日本体育大学学長の具志堅幸司氏による「エンジョイスポーツ －私と体操－」の講演が行われました。

　令和元年第2回本部町議会定例会において可決されました、「本部半島国道449号・県道84号線早期道路
整備促進に関する要請決議」について、本部町議会は行政当局と共に令和元年8月22日、沖縄県議会、新里
米吉議長及び、沖縄県土木建築部、上原国定部長を訪ね、整備が遅れている国道449号と県道84号名護本
部線の早期事業の完了の要請を行いました。
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も
と
ぶ
議
会
だ
よ
り

ハ
イ
サ
イ 

第
１
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9
号

発 

行　
本
部
町
議
会

編 

集　
本
部
町
議
会
広
報
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